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研究成果の概要（和文）：複数の課題を同時並列に実行するマルチタスク環境下では，注意の分割，課題の切り
替え，プランニングなどの複雑な認知制御が必要となる。このような環境では人間の認知制御システムの処理容
量の限界を踏まえ，情報の選択と抑制が必要となる。しかし，課題に非関連で不要な情報が意図と無関係に処理
される場合がある。本研究では、課題目的非関連に予告なく付与される刺激に対する気付きを指標として、マル
チタスク遂行時の注意制御とその特性に焦点をあてて，心理学実験，脳波測定を用いて検討を進めた。その結
果，個人の心的特性と妨害効果との関連や，不要な情報の予測性や顕著性による影響の違いに関する知見を得
た。

研究成果の概要（英文）：When people acquired multiple aimed tasks simultaneously, that would require
 complex cognitive control such as the divided attention, switching tasks, planning of cognitive 
process, and so on. Under the daily environments including several type of information, cognitive 
control needs to select information to process and to inhibit task-irrelevant information because of
 the cognitive capacity limitation. However, there are cases in which task-irrelevant and 
unnecessary information is processed irrespective of intention. In this research project aim to 
analysis the attentional control on the execution of multitask using psychological experiments and 
measuring event-related brain potentials. As the results, we obtained several suggestions that the 
relationship between distracting effects and personal psychological traits, as well as differences 
of distracting effects due to the predictability and the saliency of the task-irrelevant 
information.

研究分野：認知心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タスク処理中の処理資源と制御について，近年では特に生態学的妥当性の高いモデルや個人特性との関係等の観
点から展開されている。本課題では、注意による妨害刺激制御と目標課題の負荷の影響関係について，異なる妨
害刺激モダリティの課題(inattentional blindness / inattentional deafness)により検討した。その結果，高
負荷では妨害刺激の出現頻度や覚醒度などに影響を受けることが示された。異なるモダリティの課題非関連刺激
を用いて妨害抑制のメカニズムの検討をおこなった点で貴重であり，複数モダリティの刺激を受ける日常環境に
おけるエラーの機序の解明などに寄与し得る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

日常生活でも複数の刺激に同時に注意を向け、処理を並列的に進めなければならないマ

ルチタスクが要求される場面は非常に多い。このような場合、限られた認知的資源を振り分

ける必要があり、その結果、課題成績の低下や非関連情報の処理の抑制などが生じることが

報告されてきている（Pashler,1994; Lavie,1995）。処理資源の配分とタスクパフォーマンスを

説明する認知負荷理論では、目標課題の負荷が高い場合、認知資源を集中させるために周辺

情報の処理を行う余剰な資源が枯渇し、目標課題と非関連な情報の処理が抑制されるとい

うモデルが提唱されている(Lavie, 1995)。これまでの複数刺激に対する注意制御の研究では、

目標課題遂行中に、予め非関連刺激が提示されることを告げた上で無視するように教示し、

その影響を評価する手法が取られてきた。しかし、これらの方法では予測せずに与えられる

刺激に対する注意制御についてアプローチする事が難しい。そこで本研究では、非関連刺激

の付与による目標課題の成績低下を指標とする，非注意性の見落とし（inattentional 

blindness）や非注意性の聞き落とし（inattentional deafness）などのパラダイムを用いて

非関連刺激の呈示条件を，予告の有無や呈示頻度を操作して検討を進めることとした。 

先行研究では、予期せぬタイミングで呈示された聴覚刺激はノイズの付与などにより呈

示条件を操作しても、中心課題の負荷が高い場合に聞き落とす確率が高くなることが報告

されている(Macdonald & Lavie, 2011）。そのため，非関連刺激への気付きと目標課題への

妨害効果が生じる背景にある中心課題の負荷を操作し比較を行う。また，近年の研究動向で

は、課題非関連妨害刺激に対する注意制御と感情や動機などの内的状態，個人特性との関係

に注目が集まっている。そのため本課題では，個人特性に関わる調査，エラーパターンの分

析などから，注意制御と個人差や感情との関連に関わる分析を行うこととした。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は大きく 2 点があげられる。１つは非課題関連刺激による目標課題への影

響を予測の有無や目標課題の負荷などの複数の要因から分析を行い，目標課題の遂行に影

響を及ぼす要因を明らかにすることである。もう 1点は，課題非関連刺激に対する注意制御

と非関連刺激の情動価や顕著性などを操作し，それらと心的個人特性との関係を明らかに

することである。これらの目的のため，非注意性聞き落とし，非注意性の見落としのパラダ

イムを用いて検討をすすめた。 
 
３．研究の方法 
【研究１】非注意性聞き落としにおける課題非関連刺激の出現確率による効果 

非注意性の聞き落としは，視覚課題遂行中に課題非関連に付与された聴覚刺激に対する気

付きが，視覚課題の難易度が高い場合において特に低下する現象であり，この背景には，高

負荷の視覚課題の遂行に伴う処理資源の減少が想定されており，初期の聴覚処理の感度の

減衰と後期の意識的気付きの両方が生じていることが示されてきている。しかし，聴覚刺激

の呈示頻度や呈示予告の有無などは研究間で異なっており，聞き落としが生じるメカニズ

ムについては不明な点が多い。本研究では，聴覚刺激の出現を予告したうえで高負荷の視覚

探索課題を行い，聴覚刺激の出現頻度，出現する聴覚刺激の種類を操作して聴覚刺激の呈示

に関連する条件を操作して聴覚検出の成績を比較した。実験参加者は 22名であった。刺激

の呈示と制御は PsychoPy 1.85 (Peirce, 2007)によった。刺激は 19インチモニタ上に呈示



し，聴覚刺激はオーバヘッド型ヘッ

ドフォンから呈示した。顎支持台を

使用し，観察距離を 57㎝に統一し

た。刺激は図１に示すように，黒色

背景上に，注視点から半径 1.9度の

円環状に白色でアルファベット文

字を等間隔に呈示した（図１）。探

索 画 面 と 同 時 に ビ ー プ 音

（1250Hz）を 115ms呈示した。ビ

ープ音の大きさは参加者毎に実験

前の予備試行にて可聴範囲の最小

音量に設定した。試行中背景音としてホワイトノイズを用いた。 実験参加者は以下の２つ

の課題に回答するように教示された。１つは文字の探索課題であり，探索画面消失後，視覚

探索画面の指定された文字ターゲットの有無を回答する。さらにキー反応と同時に画面が

“？”に切り替わると，聴覚刺激の呈示の有無について 2000ms以内で回答を行った。ビー

プ音の呈示確率を低頻度，中頻度，高頻度に分けて実施し比較した。 

【研究２】非注意性聞き落としにおける非関連刺激の種類による影響 

課題に非関連なディストラクタの呈示は，自動的に注意を捕捉し，中心課題成績を損なうと

考えられる。しかし，課題に非関連な刺激であっても，警告音のような覚醒度を増す可能性

を持つ刺激などでは課題遂行に促進的に働く場合が考えられ，それらを示唆する報告もあ

る。すなわち警告音などの刺激は日常的環境で脅威性，警告性を持つ事態で用いられるため

に覚醒度の上昇が生じ，それが注意に影響を及ぼすためと考えられている。本研究では非注

意性聞き落としの実験パラダイムを用いて，課題非関連刺激の感情価と覚醒度を操作し，課

題非関連刺激の特性による注意制御過程への影響について検討を行った。実験参加者は 40

名で，課題非関連刺激音として警告音を感情価と覚醒度を SAM尺度にて評定した。それら

の結果より感情価 2.8以下，覚醒度 5.8以上の 3種類の警告音を選択し用いた。目的課題に

は文字探索課題（Foster & Lavie, 2011）を用いた。刺激画面は，３ｘ３の仮想マトリクス

に配置されたアルファベットとアラビア数字から構成され，参加者は左上端から順にアル

ファベットか数字かを弁別し，キー押しにより回答した。この 9 文字への反応画面を 1 セ

ットとし，最後の文字への反応終了直後に次のセットが呈示された。高負荷課題では 2 種

類の文字がどの列にも混在しているのに対し，低負荷では横列は必ず同種文字が配置され

た。警告音は 20セット分の遂行中 4つのセットにおいて，マトリクス内の 2番目から 5番

目までの文字への反応のいずれかをトリガーとして呈示された。条件は課題負荷 2条件（高・

低）と警告音の音量（大・小）の 4条件とし，課題中は警告音の呈示に関わらず背景にホワ

イトノイズ（45dB）を呈示した。反応時間と弁別反応を記録した。 

【研究３】課題非関連刺激の情動価による注意制御への影響 

視覚課題において同一モダリティ内での課題非関連刺激の効果について，それらの付与さ

れるタイミングや非関連刺激の種類などの観点から多くの研究がなされている。特にそれ

らの中に情動刺激を含む場合には，トップダウンに中心課題に注意を向けていても不可避

的に注意が補足され，中心課題への注意制御を妨害しうることが知られている。本研究では

高速逐次視覚呈示法（rapid serial visual presentation, RSVP）を用いて中央に呈示され

る文字検出課題を行っている際に，擬似ランダムなタイミングで呈示される妨害刺激の脅

図 1 1試行の模式図 



威性，感情価，選好度を操作しそれらの付与による中心課題への影響を心理学実験及び脳波

測定により検討を行った。実験参加者は 20 名であった。試行は 500ｍｓの注視点に続き，

11 文字から 15 文字で構成された系列呈示列の中から指定された色の標的を検出するもの

であった。文字のＳＯＡは 100ｍｓで，この系列課題中に左右のいずれかの位置に課題非関

連の顔刺激が呈示された。顔刺激は予め人工的に作成され評定を行い感情価，選好度が異な

る 2群を用いた。対照刺激として等輝度ランダムノイズを用いた。 
 

４．研究成果 

【研究１】 

各参加者の聴覚刺激検出のヒット率，検出感度（ｄ’），フォルスアラーム率，判断バイ

アス（β）を算出し，呈示頻度による違いを検討した。一元配置分散分析をおこなったとこ

ろ，検出感度は有意には至らなかったが，フォルスアラーム率の主効果は有意であり，高頻

度と中，低頻度条件の差が有意傾向を示した。また判断バイアスでは条件間で有意な差が認

められ，高頻度条件では他と

比較してβが高くなった（図

２）。これらから，課題非関

連の刺激の出現頻度によっ

てそれらに対する反応傾向

は異なるため，頻度により妨

害刺激に対する気付きは影

響を受け得ることが示され

た。頻度による反応傾向の違

いは，非関連刺激が低頻度で

出現する条件において反応

が保守的な傾向を示し，ヒッ

トの割合も低下する傾向に

あった。非注意性の聞き落としに影響し得る要因として，従来の研究では課題負荷による処

理容量の限界などが指摘されてきているが，それらに加えて，反応傾向や頻度による構えの

変化などの影響が考えられる。またこの研究ではさらに，条件を変更し，課題非関連刺激が

高頻度では同一の刺激が複数回繰り返されることによる影響を検討するために，非関連刺

激の種類を複数設けて同様の検討も行ったが，その場合には全ての指標に差が認められな

かった。同一刺激が一定程度の頻度で生じると予測可能な場合には，反応傾向が調整され，

気付きへの影響がみられることが示された。 
【研究２】 

各文字に対する正反応時間を従属変数として分析を行った。警告音呈示が及ぼす影響を調

べるため，警告音の呈示後から 4 文字分の反応時間を分析した。課題負荷の高低，警告音

量，オンセットからの反応数を被験者内要因として分散分析を行ったところ，課題負荷の主

効果, 反応数の主効果が有意であり,２次の交互作用も有意であった。これらの結果より，

課題非関連な警告音の課題成績への効果は，負荷の高低に関わらず呈示直後よりも次の反

応で大きくなることが示された。さらに反応時間の遅延は一定程度の時間持続することが

示された。また，警告音の持つ覚醒性や警告性という感情価がもたらす注意課題への影響は，

音量の増減という操作では殆どの条件で差が認められなかったが，高負荷でのみ反応促進



が示された。このことは注意資源が課題に集中される負荷の高い条件では，警告音に対する

自動的な注意捕捉が生じ易く，その結果は反応プロセスに影響することが示された。 

【研究 3】 

心理学実験の結果は，中心課題の正答率を従属変数として一要因分散分析を行ったところ，

顔刺激のカテゴリによる違いが認められ，選好度が低く脅威性の高いカテゴリの刺激にお

いて妨害効果が高くなった。脅威性の低いカテゴリの刺激は，対照刺激との差はみられなか

った。脳波は 1024Hz のサンプリング周波数にて計測した。分析は EEGLAB (Delorme & Making, 

2004)及び Rによった。非関連刺激への注意を検討するために，事象関連電位の N2pc(N2post 

contra-lateral)成分を分析した。その結果，対照刺激と比較して，N2pc 成分は顔妨害刺激

が呈示された際に増大することが示された。N2pc 成分は選択的注意の指標であり刺激呈示

後 200ms 程度で観察される刺激と対側の後頭電極で観察される陰性電位を指す。本研究の

結果，非関連刺激の呈示に伴って N2pc が観察された事は，中心課題へ向けられるべき注意

が周辺の非関連刺激にも向けられていることを示し，これが中心課題の成績に影響を及ぼ

し得ることが示された。 

以上の研究成果を総括すると，課題非関連の聴覚刺激の呈示を予告し、非注意性聞き落と

し，非注意性の見落としのパラダイムを用いた検討から非関連刺激の出現頻度や音刺激の

覚醒度などにより注意制御に影響を及ぼす事を示し，さらに脳波による計測から，非関連刺

激への選択的注意の捕捉に関わる証拠が示された。 
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